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　大坂商人は「旗降り通信」などで情報網を張り巡らせて、米の相場はもと
より生産地の「災害」「事件」などを詳細に記録しており、情報をもとに米
価予測をしていたが、これはまさに現在のＩＴに相当するだろう。江戸時代
大坂の金融システムには本当に驚かされる。　　
　米本位の制度から発生した米切手（当時の大阪の金融取引は切手で行われ
て、現在の紙幣に相当）も現在の通貨発行の制度とそっくりである。幕末、
大坂生まれの福沢諭吉が咸臨丸でアメリカを訪れた時、株式市場を見て、「大
坂のほうが進んでいる」と思ったというのもうなずける話である。この本は
大坂の先物取引市場を生き生きと活写している。
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　大学等新卒者の採用において企業が重視することを尋ねたアンケート（日
本経済団体連合会「新卒採用（2012 年４月入社対象）に関するアンケート」）
調査結果で、最も多かった回答は「コミュニケーション能力」（82.6%）。こ
のほか「主体性」（60.3%）、「チャレンジ精神」（54.5%）、「協調性」（49.8%）
などが上位にあがっている。このように企業が新卒採用にあたって最も重視
している能力は、９年連続で「コミュニケーション能力」がトップである。
しかし中高年の多くの管理職は、「近頃の若者はコミュニケーション能力が
ない」と嘆いている。近頃の若者に「コミュニケーション能力がない」とい
うのは、本当なのだろうか。本書はこの問いかけから始まっている。

　そもそもコミュニケーション能力とは何なのか。他者とうまくやっていく
ことのできる能力なのか。それとも話し上手、聞き上手。人前でうまく話す
ことができる能力なのか。まったく漠然としていて、コミュニケーション能
力とはこのことだと、果たして説明できるのだろうか。
　しかし企業が要求するコミュニケーション能力とは、「グローバル・コミュ
ニケーション・スキル」=「異文化理解能力」なのである。異なる文化、異
なる価値観を持った人に対しても、自分の主張を伝えたり、説得・納得して、
妥協点を見いだしたりすることができる能力である。しかし一方で、日本企
業の中で求められているもう一つの能力は「上司の意図を察して機敏に行動
する」「会議の空気を読んで反対意見はいわない」「輪を乱さない」といった
従来型のコミュニケーション能力である。このように２つの矛盾した能力を
同時に要求されている、まさにダブルバインド（二重拘束）の状態である。

　日本のコミュニケーション教育が「わかりあう」ことに重点が置かれてい
るが、「わかりあえない」中で、共有できる部分を見つけたときの喜びもある。

『わかりあえないことから
  ─ コミュニケーション能力とは何か』
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そこで筆者は「わかりあえない」ところから出発するコミュニケーションに
ついて注目している。わかりあえないことを前提に、わかりあえる部分を探っ
ていく営み。互いにすりあわせ歩み寄る事が、コミュニケーション能力であ
るという。従来のコミュニケーションに対する価値観を、一旦クリアさせら
れるような感覚を覚えた。

　大阪大学コミュニケーションデザインセンター教授である著者は、もとも
と劇作家であり、劇団「青年団」を主宰する生粋の演劇人。近代演劇では「対話」
が最重要視される。「対話」とは、あまり親しくない人同士のあいだ、または、
親しい人同士のあいだでも、異なる価値観や情報について交換し合ったり、
すりあわせをしたりすることなのであるが、日本社会にはこの「対話」とい
う考えがほとんど存在していない。このことに対し著者は、「会話」と「対話」
を区別し、「対話」を重視している。演劇人ならではの演劇を用いたコミュ
ニケーション教育のありかたに焦点を絞って述べられているところが興味深
い。ビジネス教育では重要なポイントであるコミュニケーション能力、コミュ
ニケーション教育というものを、もう一度見つめてみるきっかけとなる一冊
である。
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　『さおだけ屋はなぜ潰れないのか？』の著者が消費税増税を「数字の知恵」
で勝ち抜く！ことをテーマとして書かれた作品である。
　講義形式に記載されているため、どの部分からでも読むことができ、また
難しい経済用語や略語などは一切なく、身近な内容を分かりやすく解説され
ている。４コマ漫画も掲載されており、章末にはポイントが記載されている
ので内容が頭の中で整理しやすい。
　第１章では『平社員会計学』というミクロの視点で誰でもすぐ役立つ会計
について紹介されている。『商店街の潰れそうで潰れない店に隠された高い
収益性の仕組みとは？』『「豆大福」「ソフトクリーム」「ドーナツ」を落とし
た時の損失の違いは？』などと身近にあるからくり的な事柄を丁寧におもし
ろく解説されている。
　第２章は『数字力』というテーマでその効力と活用法が述べられてい
る。タイトルにも使われている題材や『グラビアアイドルのウエストはなぜ
58cm が多い？』という「数字のテクニック」を使える力について解説され
ている。
　第３章では『社長会計学』というビジネスパーソンに対する決算書につい
てのゼロからの解説が記載されている。『財務三表ならぬ財務三強とは？』『飲
み会の幹事に学ぶ「損益計算書」と「キャッシュフロー計算書」の違い』な
ど「会計の世界の考え方」を中心に説明されている。簿記を習ったことがあ
る人にとっては、借方と貸方の概念が違うのでわかりにくいところもあるが、
大まかな決算書の基本体系がよくわかると思います。
　最後に第４章は『パーソナル・ファイナンス』というテーマで自分自身の
お金について今後の経済事情を鑑みながら解説されている。『老後に必要な
本当の貯金額は？』『株式投資の第３のゲイン「優待ゲイン」』や『消費税増
税前に住宅や自動車などの高い買い物をするべきか？』など筆者の考えが記

『問題です。2000円の弁当を
 　３秒で「安い！」と思わせなさい』
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